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No.784 

781 １ 日2024.11 
 

業務情報 BUSINESS 

 

日向市立日知屋小学校で『ひむか地産地消交流給食会』を開催 

 
２０２４年 10月 29日（火）に日向市立日知屋小学校にて『ひむか地産地消交流給食会』を開催いたしました。 

交流給食会は、「公益財団法人 宮崎県学校給食会」が主催となり毎年、年に数回行われています。この交流給食

会は県産の食材や加工品を取り入れた交流給食を行うとともに、児童生徒と漁業との交流や県産食材の展示を実施

することで、学校給食を通した食育・地産地消への理解を深めてもらうことと、生産者への感謝の気持ちを育む機

会として設けています。 

今回の「ひむか地産地消交流給食会」は日知屋小学校の 5年生 28名を対象に行われました。今回は 4つのブース

に分かれ、宮崎県漁連は魚の展示と解体を行いました。展示では数種類の魚に関するクイズや魚に触れてもらう機

会を設け、児童たちは楽しそうにクイズや魚の触れ合いに参加しており、とても良い機会になったと思います。解

体では当日の献立がシイラを使ったメニューということもあり、本会職員がシイラを解体しながら解体手順や内臓

などの説明を行いました。児童生徒たちからは「血が出てる！」や「怖い」などの声や「凄い！」や「捌けるように

なりたいな～」など、多種多様な声が上がっていました。しかし、解体後本会職員より「給食に出てる魚は全部こう

やって加工処理されて給食に出てくるんですよ」と言うと、児童生徒たちは加工業者の方や給食会職員の方々に感

謝の言葉を述べる児童も見受けられました。 

今回、「ひむか地産地消交流給食会」に参加して、児童生徒たちも給食に対してより深く理解を深め、多くのこと

を学ぶ良い機会になったと思うのでこれからも積極的に参加していこうと思います。 
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No.784 

781 １ 日2024.11 
 

業務情報 BUSINESS 

 

フローランテ宮崎（秋のフローラル祭）にて『あごだし宮崎魚うどんA・GO』

の出店販売を開催 

 
2024年 10月 5日（土）、12日（土）、14日（土）、19（土）の 4日間にかけて、フローランテ宮崎（秋のフロ

ーラル祭）にて本会 PB商品である『あごだし宮崎魚うどん A・GO』の出店販売を行いました。 

今回は初めての出店販売ということで、本会直販課の 3名にて販売対応をしました。 

期間中は雨模様が続くことが多く UMK 秋のスケッチ大会や宮崎県のシンボルキャラクターであるみやざき犬など

がくる大型イベントもありましたが、あいにくの雨による延期の影響か来園者数が少ない日もありました。晴天の

日は多くのお客様に足を運んで頂き魚うどんを堪能していただくことが出来ました。 

今回、お越しいただいた多くのお客様をはじめ、フローランテ宮崎のスタッフの皆様のご協力もあり、とても良

い出店機会となりました。本当にありがとうございました。 
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No.784 

１日月分 2024.11 
 

合併推進 MERGER PROPULUTION 

宮崎県一漁協合併推進協議会 

第３回組合 

 
第３回組合長会議 

宮崎県一漁協合併推進協議会（会長：是澤喜幸）は下記の日時・内容について協議し、合併方法を新設合併方式

から存続組合方式へ変更することが確認された。今後は合併推進協議会を開催し、合併基本計画書の変更を予定し

ている。 

 

記 

 

 ○日 時：２０２４年１０月４日（金） １１：３０～ 

 ○場 所：水産会館５階 大研修室 

○次 第 

１．開会 

２．議長選出 

３．協議事項 

 （１）合併方法の変更について 

 （２）その他 

４．閉会 
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No.784 

１日月分 2024.11 
 

合併推進 MERGER PROPULUTION 

宮崎県一漁協合併推進協議会 

第17回作業部会の開催 
宮崎県一漁協合併推進協議会（会長：是澤喜幸）は下記の日程にて標記会議を開催した。 

 

記 

  

○日   時：２０２４年１０月２３日（水） １３：３０～ 

○場   所：水産会館４階第１研修室 

○次  第 

「報告事項」 

（１）組合長会議の結果について 

 

「協議内容」 

  （１）合併基本計画書（案）の変更について 

 

  （２）合併契約書（案）について 

 

   （３）合併スケジュールについて 

  

  （４）その他 
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No.784 

１日月分 2024.11 
 

合併推進 MERGER PROPULUTION 

合併進捗状況について 
県一漁協合併へ向けた各組合への説明会、巡回 
宮崎県一漁協合併推進協議会（会長：是澤喜幸）は合併協議の理解深耕のため、下記の組合員、漁協理事会、漁

協、組合担当者会議に対し説明会および巡回を行った。 

 

記 

巡回漁協、説明会 

日付 訪問漁協・説明会 

10月 1日 JF北浦  

10月 4日 管内購買担当者会議 

10月 10日 JF日向市 理事会 

10月 21日 JF日向市 組合員説明会 

10月 22日 JF川南町 理事会 

10月 25日 JF延岡市、JF延岡 

10月 28日 JF外浦 

10月 29日 JF都農町、JF庵川 

10月 30日 JF宮崎市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JF 日向市 組合員説明会 
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No.784 

１日月分 2024.11 
 

漁連情報 FISHERIES CO-OPERATIVE 

初級職員研修会 
漁連は１０月１０日から１１日の２日間の日程で県下水産関係団体向けの初級職員研修会を水産会館４階第１研

修室にて開催した。研修はＪＡ宮崎中央会教育センターが主催するオンデマンド式の簿記研修会に参加する形での

開催となり、関係団体より３名が参加した。 

研修内容 

１日目                               ２日目 

・JAのあらまし                  ・総務、管理部門の簿記 

・食糧需給と食生活                ・固定資産の取引記帳 

・簿記とは何か                                    ・出資金、剰余金に関する記帳 

・資産、負債、組合員資本と貸借対照表              ・決算の考え方 

・費用、収益と損益計算書および試算表              ・確認テスト 

・取引、勘定、仕訳                                ・アンケート 

・会計帳簿の要点                                   

・試算表の作成 

・各部門に共通する簿記 

・信用事業の取引記帳 

・共済事業の記帳 

・購買事業の記帳 

 

 

参加者は簿記・会計の知識を学び日常業務に活かすべく、熱心に研修に励んだ。 
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No.784 

１日月分 2024.11 
 

漁連情報 FISHERIES CO-OPERATIVE 

ＪＦグループ中職員研修会 
漁連は１０月９日に全漁連主催の「ＪＦグループ中堅職員研修会」に職員を５名参加させ、中堅職員のスキルア

ップ及び意識向上を図った。本研修会はＷＥＢで実施され、全国のＪＦグループ系統団体から参加があり、研修中

は他府県の職員とのグループディスカッションを通じて交流を深め、業務に関する視野を広げる貴重な機会となっ

た。 

 

研 修 日：２０２４年１０月９日（水） 

場  所：水産会館 ４階 第一研修室（本所職員）、南郷事業所（日南支所職員／南郷事業所職員） 

人  数：５名（本所／３名、日南支所職員／１名、南郷事業所職員／１名） 

研修内容：～自分自身の仕事の進め方をみつめなおす～ 

 

 写真下①）受講の様子（本所職員）          写真下②）受講の様子（本所職員） 

  

 

写真下③）受講の様子（本所職員） 
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No.784 

2024.11 水産試験場 FISHERIES EXPERIMENT 

図 1 アカアマダイの推定資源尾数と推定資源量の推移 

図 2 漁獲量の推移と動向 

日向灘沿岸の水産資源の評価結果について 

ー資源部ー 
 

宮崎県では本県沿岸の水産資源の適切な管理を目的として、毎年資源評価を行

っており評価結果を宮崎県資源評価委員会（以下「委員会」という）に諮ってい

ます。 

令和６年８月２８日に開催された第１４回委員会にて、10 魚種が評価されま

した。ここでは、毎年評価している「アマダイ類」、「イセエビ」「カサゴ」、「マ

ダイ」、「ヒラメ」の５種の評価結果の概要を示します。 

 

 

１ アマダイ類  

 

【委員会の提言】 

・近年は漁獲対象となる３歳魚以上の資源尾数・資源量が増加しており、日向灘のアマダイ類資源回復の好機であ

ると考えられることから、資源回復計画を着実に推進していくことが重要 

・現状の資源状態が継続すれば、安定的な加入ひいては親魚量の増大につながると考えられるが、環境変化等によ

り、状況が変わることも考えられることから、今後も資源動向に注視する必要がある 

 

２ イセエビ  

写真 2 水揚げされたイセエビ 

 

【委員会の提言】 

・本種は沖合域からの移入により本県沿岸に加入してくると考えられることから、資源管理方策としては、加入量 

確保と生残率の向上を目指す取組と、資源の効率的利用が考えられる 

・高位、中位、低位は資源水準 
・増加、横ばい、減少は直近 5 カ年の資源の動向 

（表１の見方） 

【2023年の漁獲情報】

漁獲量：14.4トン

漁獲金額：26百万円

平均単価：1,797円／kg

【評価結果】

資源の水準：「中位」

資源の動向：「増加」

【2023年の漁獲情報】

漁獲量：63.0トン

漁獲金額：338百万円

平均単価：5,377円／kg

【評価結果】

資源の水準：「中位」

資源の動向：「増加」

写真 1 水揚げされたアカアマダイ 
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2024.11 水産試験場 FISHERIES EXPERIMENT 

図 4  大型定置網の資源量指標値(CPUE)の推移 

図 3  推定資源量の推移と動向 

・加入量の確保と生残率の向上の方策としては、藻場の造成や代替物を設置する取組が、資源の効率的利用の方策 

としては、小型個体の再放流により漁獲サイズの拡大を目指す取組や、操業調整により単価の高い時期等に漁獲 

する取組が重要である 

 

 

３ カサゴ 

写真 3 水揚げされたカサゴ 

 

【委員会の提言】 

・近年、資源尾数・資源量及び加入量は横ばいで推移していると考えられるが、資源レベルは低位にあるため、 

現行の資源管理措置を継続するとともに、漁獲及び資源状況の継続的な把握が必要である 

 

 

４ マダイ 

写真 4 マダイ 

 
 

 

【委員会の提言】 

・肥満度は全てのサイズで 1989年頃よりも低い傾向がみられるため、2000年以降の本県沿岸はマダイの生育環境と

して好適であるとは言いがたいが、市場調査魚の肥満度は 2000年代前半を境に回復傾向もみられている 

・若齢魚の漁獲尾数は、1990 年代後半から低い水準で推移している一方で、高齢魚の漁獲尾数は安定しており、近

年本県で漁獲されているマダイは主に移入資源であると考えられることから、他海域の資源動向を含め、注視し

ていく必要がある 

・現在は、人為的措置による資源の増大は期待しがたいが、地先での再生産状況と環境変化をモニタリングし、加

入状況に変化が確認されるなど、人為的措置による資源増大が望める機会を把握することが重要である 

【2023年の漁獲情報】

漁獲量：6.6トン

漁獲金額：5.3百万円

平均単価：801円／kg

【評価結果】

資源の水準：「低位」

資源の動向：「横ばい」

【2023年の漁獲情報】

漁獲量：68.7トン

漁獲金額：52百万円

平均単価：756円／kg

【評価結果】

資源の水準：「高位」

資源の動向：「増加」
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2024.11 水産試験場 FISHERIES EXPERIMENT 

図 5  推定資源量の推移と動向 

５ ヒラメ 

写真 5 水揚げされたヒラメ 

 

 

 
 

 

 

【委員会の提言】 

・近年、漁獲量が減少し続けており、種苗放流による加入を安定させるために、放流後のモニタリングや減耗要因

の究明が重要である 

・親魚量の減少や再生産成功率の低迷により、本種の資源量が低水準で推移していると推定されることから、本県

と同じ傾向にある太平洋南部海域の今後の資源動向を注視する必要がある 

 

今年評価した各種の詳細は、宮崎県水産試験場 HP（http://www.mz-suishi.jp/）に掲載しております。 

【2023年の漁獲情報】

漁獲量：10.6トン

漁獲金額：12百万円

平均単価：1,176円／kg

【評価結果】

資源の水準：「低位」

資源の動向：「減少」
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2024.11 
 

関係機関 RELATED ORGANIZATION 

宮崎県漁政対策委員会 第３回委員会 
２０２４年１０月４日（金）に宮崎県水産会館４階第１研修室において、宮崎県漁政対策委員会第２回委員会が

開催された。 

委員会では、令和７年度の種子島事業について協議をおこなった。 

 

協議事項 

①  種子島周辺漁業対策事業について 

 

 

宮崎ＪＦ政治連盟 第２回役員会 
漁政対策委員会に引き続き、同研修室において令和６年度宮崎ＪＦ政治連盟第２回役員会が開催された。役員会

では次期衆議院議員選挙に伴う推薦について協議がなされ、自民党・公明党への推薦が承認された。 

 

協議事項 

②  次期衆議院議員選挙に伴う推薦について 
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2024.11 
 

関係機関 RELATED ORGANIZATION 

２０２４年度宮崎県漁協参事会視察研修 
２０２４年１０月１５日（火）～１７日(木)にかけ、福岡県にて宮崎県漁協参事会の視察研修が行われた。 

 研修先の福岡魚市場では、午前３時から５時頃まで施設を見学したり早朝の競りや旋網船の水揚の光景を

視察し、参加者は他県の漁業について見聞を深めた。 
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１日月分 2024.11 
 

関係機関 RELATED ORGANIZATION 

いっちゃが宮崎・楠並木朝市へ出店 

宮崎県漁協青壮年部連絡協議会（会長：黒木航平）は、魚食普及

活動の一環として、10月20日（日）に県庁楠並木通りで開催され

た「いっちゃが宮崎・楠並木朝市」に出店し、水産物の販売を行

った。 

会場は30以上のグルメや宮崎県特産品の出店が立ち並び、ひょっ

とこ踊り練り歩きなどのイベントも行われ、多くの来場者で賑わ

っていた。 

昨年に引き続き、９月１日より漁が解禁となったイセエビの他、

岩ガキの販売を行い、見事完売となった。 

 

朝市は、毎月第1・3日曜日に開催されており、今後も継続して年

1回程度出店を行う予定。 

（販売する水産物は、同協議会会員の漁獲物を中心に取り揃える

予定） 
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１０月の動き（漁連関係） 

 ４日 宮崎県漁政対策委員会 第３回委員会 

 ４日 宮崎 JF政治連盟 第２回役員会 

 ４日 宮崎県一漁協合併推進協議会 第３回組合 

 ４日 ２０２４年度 漁協購買担当者会議 

１５日～１７日 ２０２４年度宮崎県漁協参事会視察研修 

 ２０日 いっちゃが宮崎・楠並木朝市へ出店（漁青連） 

 ２１日 令和６年度 宮崎県資源管理協議会第１回通常総会 

 ２３日 令和６年度宮崎県広域水産業再生委員会 第３回担当者開催 

 ２３日 宮崎県一漁協合併推進協議会 第１７回作業部会の開催 

 ２８日 宮崎県知事・同県議会長への陳情・要望 

 

 

 

 


